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1. はじめに 

 大気圧非平衡プラズマは、熱損傷が無く化学反応性に富むことから、放射線、抗癌剤、手術に次ぐ

第4の癌治療法として期待されており、各地で臨床試験が行われている[1]。これまでの研究により、プ

ラズマ照射によって対象中（水、生体）に生成するH2O2、NO2
-、NO3

-などの酸素、窒素系活性種(RONS: 

Reactive Oxygen Nitrogen Species)から治療効果が得られることが明らかになってきた[2]。しかし、RONS

はガス流や対象との距離などプラズマ照射環境により生成量にばらつきがあり、効率よく安定に活性

種を供給することが課題となっている。また、大気圧プラズマジェットで必要なプラズマ長を得るに

は、Heなどの放電ガス使用量が数slmと多いことも課題として挙げられる。そこで、本研究では安定な

RONS生成とHeガス使用量削減、かつプラズマ伸長効果を目的とし、二重管構造によりノズル部で層流

を作り、Heガス流と雰囲気ガス（空気）の界面における乱流を抑制することによるプラズマジェット

の伸張効果を確かめた。 

2．実験方法 

 層流によるプラズマ伸長効果を狙い、内径 2.4mmの放電

菅の外側を覆うように内径8.0mmのシールド菅を取り付け

た二重管構造のプラズマジェットを試作した（図 1）。放電

菅（内管）には He を 500sccm 流し、電極に 10kVp-pの sin

波を印加してプラズマを発生させ、シールド管（外管）に

N2 を最大 7140sccm まで流し、カメラで撮影した。ノズル

から噴出するプラズマ長の評価には、画像解析ソフト

（Image J）を用いた。 

3．実験結果 

 通常の He プラズマジェット（図 2(a)）では、噴出される

プラズマ長はおよそ 4.78mm であるのに対し、二重管構

造で N2 ガスを流しプラズマ周囲雰囲気を制御した場合

（図 2(b)）20.5mmまでのプラズマ伸張に成功した。 

4. まとめ 

 二重管構造プラズマジェットを試作し、プラズマ伸長

効果を確認した。今後、二重管構造における層流の形成

について解析を行う予定である。 
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図 2 層流による Heプラズマ伸長効果 

(He : 500sccm) (a) N2 0sccm (b) N2 2570sccm 

図 1 二重管構造プラズマジェット 
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